
  

 

 

重度・重複障害児の自立活動におけるコミュニケーション指導の手続きと 

AAC 活用に関する研究 

 吉田 衣里 

 

Ⅰ 問題 

重度・重複障害児の自立活動において「コミュ

ニケーション」の指導を行うにあたってコミュニ

ケーション能力の向上とは異なる、ただ補助代替

コミュニケーション AAC のスイッチを押すこと

ができるという行為をその目標としてしまい、児

童の「スイッチを押す」という行動を教師が誘導

することなどがある。しかし、主体的なコミュニ

ケーション能力の向上をはかるためには、本来の

自立を目指した目標達成に向け、指導を行う必要

がある。児童が主体となり適切な目標に沿った自

立活動の指導を遂行していくためには、対象児の

実態把握をはじめ、どのような手続きをとること

が効果的であるのか、児童生徒の実態に即したコ

ミュニケーション指導実践を通して検証する必要

があると考える。 

自立活動の指導にあたっては、個々の児童又は

生徒の障害の状態や特性及び心身の発達の段階等

の的確な把握に基づき、指導すべき課題を明確に

することによって、指導目標及び指導内容を設定

し(文部科学省, 2018)、それらを達成するために

AACをはじめとする配慮・工夫の検討と検証を行

っていく必要がある(笠原, 2017)。これらの手続き

を経て指導することで重度・重複障害児のコミュ

ニケーション能力の向上に向け、はじめにAACあ

りき等の課題解決を図れるか検討することは意義

があるといえる。 

Ⅱ 目的 

重度・重複障害児の自立活動におけるコミ

ュニケーション指導において、対象児の実態

把握に基づく、目標設定、AAC の選択、指導

実践及び評価の手続きを踏むことがコミュニ

ケーション能力向上に資するか事例的に検討

することを目的とした。なお本研究の実施に

当たり、本学倫理審査委員会の承認を得てい

る(承認番号 2022－24)。 

Ⅲ 方法 

１ 対象児 

こと特別支援学校(肢体不自由)の小学部の

重複学級に在籍する重度・重複障害児(以下、

対象児)。指導前の実態として自分の気持ちを

言語等により明確に相手に伝えようとする様

子がみられないことが困難として挙げられる。

また、補聴器を装用している。 

２ 実施期間・場所・時間 

 倫理審査承認日（20XX 年５月）から 11 月

まで実施した。場所は、対象児が通う特別支

援学校の相談室及び自教室で実施。担任教師

からの聞き取りにより、好みの活動である歌

絵本の鑑賞場面を取り上げ，実施可能な昼休

みに自立活動の時間の指導を想定して実践を

行った。 

３ 研究者の位置づけ 

研究者は、対象児について担任教師と共に

自立活動の指導を検討していくチームの中の

一人(学校ボランティア)とした。セミナー担

当教員の助言を受けながら安藤(2021)の手続

きに沿って、対象児の実態把握及び課題整理、

それらに基づく個別の指導目標設定、AAC の

選択、指導実践及び評価を行った。 
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図 1.実態把握図(身体の動き) 
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図 2.実態把握図(人間関係の形成・コミュニケーション) 

４ 手続き 

安藤(2021)の個別の指導計画作成による自

立活動の指導プロセス (Plan-Do-Check-

Action のシステム)を参考に、以下の手続きで

指導を進めた。 

⑴対象児の実態把握(情報収集) 

参与観察及び担任教師への聞き取りによる 

対象児の学習や生活上の困難の把握及び実 

態把握図の作成 

⑵対象児の実態把握の結果に基づくコミュニ

ケーション面を中心とした課題整理 

⑶コミュニケーション面に関する自立活動の

指導目標及び指導計画、AAC に関する情報

収集、必要な AAC の検討 

⑷指導目標に基づく指導の実施 

⑸目標達成状況に関する形成的評価及び総括

的評価 

⑹本手続きを経て指導を行ったことに対する

担任教師の事後評価（アンケート）の実施。 

※ ⑵〜⑸は、担任教師及びセミナー担当教

師と協働で実施した。 

Ⅳ 結果 

１ 対象児の実態把握及び課題整理 

 2 日間にわたり研究者が参与観察を行い、

対象児の昼休み及び授業中の活動の様子につ

いて実態把握を行った。安藤(2021)を参考に、

観察時に付箋を用いて対象児の様子を記録し、 

セミナー担当教師及び大学院生３〜５人で

KJ 法を参考に情報を整理･収束して、実態把

握図を作成した。担任教師の発言にあった実

態情報も付箋に記述して加えた。その結果を、

図１及び図２に示した。 

 また、実態把握図から対象児の課題を以下

の通り整理した。 

【身体の動き】 

⑴全身を動かすことができる 

①移動することができる②上肢を動かすことがで

きる③姿勢の保持ができる④自ら好んでホー

スを触ったり、トランポリンではねたり、介助

歩行をしたりする。 

⑤身体の特徴 

【人間関係の形成・コミュニケーション】 

⑴意思表示ができる 

①音や光、動きが好きで、あぐら座位でいざるこ

とで廊下に出ることもある②動きによる意思

表示をすることができる③声による意思表示

ができる④周囲の人に視線があう時とあわ

ない時がある 

⑵音や動きによる反応がある 

①音や音楽に両手足をばたつかせるなどして反 

応することができる②教師の動きや風に対し

て、動きや表情などにより反応することがで

きる 
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⑤支援なし

④支援あり(教師のこえがけ)

③支援あり(目の前にビックマックを提

示)
②支援あり(教師がボタンを押してモデ

ル提示)
①支援あり(教師が手を添えて一緒に

ビックマックを押す)

２ 指導目標・指導計画作成、AACの選定と指導

実践 

 実態把握に基づいて課題整理を行った結果、

「歌絵本の音楽が聴きたい時に、自ら AAC を用

いて要求の意思表示をする」という最終目標を設

定し、第１次から第3次の指導計画を作成し、実

践を行った。 

 第１次では、対象児の興味・関心に基づいた

AACの選定を行うために、「いくつかのAAC(鈴、

卓上ベル、ビックマック、トーキングブリックス)

に触れてみる」という活動を設定し、実践した。

その結果、ビックマック(図３参照)を AAC とし

て用いた指導を行っていくことを決定した。 

 第２次では、「ビッグマックを押すことで、他者

に歌絵本を要求することができるという因果関係

を理解するため、教師に手を添えてもらいながら

ビッグマックに手を伸ばす」活動を設定し、繰り

返して実践した。その結果、歌絵本の音楽が聴き

たい時には、歌絵本の方を見ながらビッグマック

に手を伸ばすことができるようになった。 

第３次では、「歌絵本の音楽が聴きたい時に、自

らビッグマックを用いて要求の意思表示をする」

活動を設定し、実践した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．ビックマック 

図３に個別の指導計画における第３次(セッシ

ョン 12〜15 回)の対象児の個別目標の達成状況

「ビックマックに手を持っていくことができたか」

の結果(経過)を示す。 

 ビックマックに手を持っていくためにセッショ

ン12では全体の57.6％、セッション13では全体

の 50％とどちらもおよそ 50％支援が必要であっ

た。しかし、セッション14では全体の5.9％、セ

ッション15では全体の 10％と支援が必要であっ

たのはどちらもおよそ10％以下となった。 

 また、支援内容について、セッション 12 では

「教師がボタンを押してモデル提示」と「目の前

にビックマックを提示」の2つの支援が必要であ

ったが、セッション13以降は「目の前にビックマ

ックを提示」の１つの支援でビックマックに手を

持っていくことができていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４．第３次の「ビックマックに手を持っていく

ことができたか」の結果(経過) 
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続いて、以下の図４に個別の指導計画における

第３次の対象児の個別目標の達成状況「ビックマ

ックに手を持っていくことができたか」の結果(経

過)を示す。 

セッション 12 から 14 までの各セッションで

は、90％以上が１回のビックマックの打数が計３

回以下で連打する手を止めることができていた。 

 その結果、児童の目の前にビックマックがあれ

ば、ほぼ毎回ビックマックを押して、歌絵本視聴

の要求を伝えることができるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５.第３次「連打する手を止めることができたか」

の結果(経過) 

 

 

 

 

Ⅴ 考察 

 本研究では、対象児の実態把握を丁寧に行い、

実態把握図に基づいた課題整理を行って、対象児

の実態に即した目標設定、AAC選定の上でコミュ

ニケーション指導を実践した。その結果、設定し

た目標を達成することができた。安藤(2021)は、

実態把握に基づいて課題を抽出し、設定した指導

目標及び指導内容をもって試行的授業を実施し、

得られた情報(授業記録)を実態把握や抽出課題に

フィードバックすることにより、実態把握、課題、

そして指導目標及び指導内容の確度を高めること

ができると述べている。本研究においても、安藤

(2021) の自立活動の指導プロセスを手続きとし

て踏んだことが、目標達成につながったのではな

いかと考えられる。 
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